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            広報 な か わ だ    ２０１８年 ３月 

                   第４５３号            中和田カトリック教会 広報委員会 

                                      泉区中田北１丁目９－１ Tel (045)803-6141 

                        ２０１８年３月４日                       http://nakawada-catholic.com 

          

「主の復活祭を迎えるに準備」 

フランシスコ・ザベリオ 日野 武満 神父 

 ２０１８年の典礼歴は B年にあたり、春分は３月２１日（水）で、主の復活祭はその週[３月２５日 受難の

主日]の次の日曜日、４月１日になります。 

 今年の復活徹夜祭に中和田教会で洗礼の秘跡が行われます。洗礼、聖体、堅信の秘跡によって神の救いに与

り、教会の一員として神の豊かな恵みを生涯育むことが出来ますように教会信徒一同がお祈り致しましょう。 

    

       受洗者  霊名 氏名 マリア 鶴田 和子 

       代母   霊名 氏名 マルタ 今井 暁子                           

授洗者  フランシスコ・ザベリオ 日野 武満 神父 

 

 

       教会ごよみ（３月）         

 日  曜     典 礼（ミ サ）             備   考 そ の 他 

 ２ 金   十字架の道行３(9:00 以下同) 

 ４ 日 主日ミサ(9:00) 四旬節第 3主日 中野神父様司式 講話・ゆるしの秘跡 

 ９ 金   十字架の道行４ 

１１ 日 主日ミサ(9:00) 四旬節第 4主日 教会委員会      

１４ 水   聖書の会(10:00) 

１６ 金 週日ミサ(9:30)  十字架の道行５ 

１７ 土 祝日ミサ(9:30) 日本信徒発見の聖母[祝] 映画鑑賞会 

１８ 日 主日ミサ(9:00) 四旬節第５主日 みんなの会 

１９ 月 祭日ミサ(9:30) 聖ヨセフ[祭]  

２１ 水   聖書の会(10:00) 

２３ 金   十字架の道行６ 

２５ 日 主日ミサ(9:00) 受難の主日（枝の主日）  

２８ 水   聖書の会(10:00) 

２９ 木 ミサ(19:00) 聖木曜日（主の晩餐）  

３０ 金 祭儀(19:00) 聖金曜日（主の受難）  

３１ 土 ミサ(19:00) 聖土曜日（復活徹夜祭） ミサのなかで入信式 
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「合 同 入 信 志 願 式 に 送 る 典 礼 」 が 行 わ れ ま し た 

 ２月１８日に、中和田教会の鶴田和子様を同日の「合同入信志願式」に送る典礼が行われました。 

主日ミサの「派遣の祝福」の前に、鶴田和子様を囲んで、養成担当者、代母、がそれぞれ鶴田和子様につ

いて証言し、ミサの参加者の見守る中で、洗礼の祝福に向けてのお祈りを捧げました。 

 ミサ後には、「みんなの会」で、信徒の皆様が鶴田和子様を囲み、コーヒーをいただきながら、楽しく

歓談し、喜びをともにしました。 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

「横 浜 教 区 合 同 入 信 志 願 式」 に 参 加 し て 

 ２月１８日（日）藤沢教会で行われました、鶴田和子様の「横浜教区合同入信志願式」に参加しました。 

 藤沢教会の聖堂は、ステンドグラスを通して明るい光が差し込んでおり、各教会の神父様、信徒の方々

が温かく見守るなか、３２教会・１１９名の志願者の方々が緊張した面持ちで席に着いておられました。 

 梅村司教様が入堂し、合同入信志願式は静寂につつまれ厳かな雰囲気の中、祈りと共に進んでいきま

した。 

 梅村司教様のお話は、神の愛は無条件であり、イエス・キリストを通して、神の愛がどんなに素晴らし

いかを味わい、信仰の道を歩んで行くことができますようにとのお話でした。 

 そして、志願者の方々が入信の秘跡を受けるその日まで信仰を忠実に守るためには、神の力が必要と、

祝福された油が塗られました 

 最後は、梅村司教様を囲んで、横浜教区の志願者の方々 

とグループ毎に笑顔で記念写真を撮り終了しました。 

私は、鶴田和子様とは二年間入門講座で一緒に学び楽し 

い時間を共有したお仲間ですから、喜びもひとしおでした。 

中和田教会の信徒の皆様が、鶴田様を温かくお迎えし、 

共に歩んでいけますよう、お祈り申し上げます。 

（中村幸子）   

                               藤沢・片瀬・中和田教会の皆様 
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第３７回 典 礼 研 修 会 報 告 

～教会共同体の中で、段階的に育まれる、入信の道～ 

 ２月１２日（振・休）藤沢教会で、第３７回典礼研修会に参加しました。中和田教会からは、５名の参

加がありました。研修会の内容をお知らせします。 

今回のテーマが選ばれたのは、第２バチカン公会議の決定に基づいて入信過程が段階的に行われるよ

うになってから５０年が経ちますが、入信志望者が進む入信過程の中で行われる段階的な典礼行為にお

いて大きな恵みを受けます。この過程は司祭や養成担当者だけに任されるものではなく、教会共同体の

皆が入信希望者に同伴するように勧められています。その方法について詳しく解説されました。 

 講話Ⅰ～Ⅲを全て久我純彦神父様が行われました。今回は、講話の中で入門式の実際、入信志願式の実

際、司祭職の約束の更新、洗礼の約束更新の実際などが、司祭と会衆で役割分担して演じられました。 

講話の中で、入信希望者がたどる前求道期
．．．．

、求道期
．．．

、入信志願期
．．．．．

、入信直後の養成期
．．．．．．．．

に関わる共同体全

体の色々な関わり方の例が示されました。 

普段から、国境、年齢差、性差、貧富の差などの壁を取り除く努力が大切であること、共同体の中で、

国籍を越えて信仰が家族のように子や孫へ伝わるように工夫することが示されました。 

入信直後の養成期を求道期の時から同伴してくれた代父母と共に主日のミサに参加することで、入信

後の歩みを確かなものにすることができ、教会共同体の中に場を見つけ、徐々に典礼をはじめいろいろ

な場面での奉仕活動に参加する喜びを味わっていくには、共同体の温かい見守りが必要だと感じました。 

（武田幸子） 

「渡 部 農 園 さ ん か ら の お 礼 の 手 紙」 

東日本大震災から 7年目になる今も、福島は・・・ 

「今も、私達中和田教会は、お米を買って応援しています！！         

  皆様のご協力をお願い致します。」 

 

寒中お見舞い申し上げます。昨年中は、有難うございました。本年も又よろしくお願い申し上げます。 

 厳しい寒さが続いておりますが、いかがお過ごしでいらっしゃいますか。 

 昨年は雨続きで、日照不足の夏、秋でしたが、大地は変わらぬ恵みをもたらしてくれ、こうしてお米を

送らせて頂けます事、ありがたいことです。感謝です！ 

 原発事故により故郷に戻れない方々、気候の変動による大災害、農村の危機・・・耕作放棄地の増加、

農薬（特にネオニコチノイド系）による生態系、健康への影響、そして家族農業の崩壊。 

 様々な課題の中でありますが、尚さら、こうして顔の見える関係のご縁を頂き、“種をまき、太陽・水・

台地の恵みで育ったお米を収穫し、食べていただける”この営みに身を置かせて頂ける尊さを改めて思

います。そして、このような関係性が少しでも拡がり、『食・いのち・農』が、次の世代に手渡せる様、

若い農業者の方と共に歩んでいけたらと願う年の初めです。 

 今後とも、ご支援の程、よろしくお願い申し上げます。いつも、ありがとうございます。 

（福祉部 中島喜美子） 
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委
員
会
だ
よ
り
（
文
中
敬
称
略
） 

(
２
月
11
日
（
日
） 

10
名
出
席) 

■
日
野
神
父
様
の
お
話 

・
巡
礼
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
首
の
と
こ

ろ
が
腫
れ
て
い
る
の
で
、
検
査
の
結
果
待

ち
で
す
。
休
暇
中
、
中
野
神
父
様
が
、
ミ

サ
と
講
話
・
ゆ
る
し
の
秘
跡
を
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
そ
の
手
配
を
し
て
い
ま
す
。 

■
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
報
告 

●
建
設
委
員
会
（岩
渕
委
員
長
） 

・
2
月
10
日
に
拡
大
建
設
委
員
会
が
開
催

さ
れ
て
、
「
司
教
顧
問
会
か
ら
の
ご
指
摘

事
項
へ
の
回
答
」
に
対
す
る
（
教
区
建
設

委
員
会
の
意
見
）
と
（
司
教
顧
問
会
の
意

見
）
に
つ
い
て
相
違
点
や
問
題
点
と
な
る

こ
と
に
つ
い
て
、
討
議
さ
れ
た
。 

●
エ
プ
ロ
ン
会
（岩
渕
委
員
長
代
理
） 

・
今
年
度
の
エ
プ
ロ
ン
会
の
メ
ン
バ
ー
募

集
を
し
て
い
る
。
掲
示
板
に
貼
っ
て
あ
る

の
で
、
是
非
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
一
粒
会
（井
上
） 

・
今
年
度
の
横
浜
教
区
の
一
粒
会
大
会
の

地
区
担
当
は
第
五
地
区
に
な
っ
て
い
ま

す
。 

●
み
ん
な
の
会
（今
井
） 

・
3
月
31
日
の
復
活
徹
夜
祭
に
鶴
田
和
子

さ
ん
が
受
洗
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
2
月

18
日
は
当
教
会
に
て
「
入
信
志
願
式
に

求
道
者
を
送
る
典
礼
」
を
受
け
ら
れ
、
そ

の
後
み
ん
な
の
会
に
も
参
加
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
様
に
参

加
い
た
だ
き
、
温
か
い
お
声
が
け
と
鶴
田

さ
ん
の
健
康
が
守
ら
れ
ま
す
よ
う
に
、
お

祈
り
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
午
後
か
ら
は

藤
沢
教
会
に
て
入
信
志
願
式
に
も
参
加

さ
れ
ま
す
。 

・
み
ん
な
の
会
の
2
月
度
会
計
報
告
が
さ

れ
た
。 

●
行
事
（望
月
） 

・
新
メ
ン
バ
ー
の
顔
合
わ
せ
を
し
た
。
3
月

に
、
復
活
祭
の
祝
賀
会
の
内
容
に
つ
い
て

相
談
す
る
。
昨
年
は
、
会
場
を
２
つ
に
分

け
た
が
今
年
は
ど
う
す
る
か
検
討
す
る
。 

●
総
務
（小
山
） 

・
3
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認 

●
広
報
（武
田
） 

・
原
稿
依
頼
（
締
切
２
月
21
日
） 

●
営
繕
（五
十
嵐
） 

・
香
部
屋
の
リ
モ
コ
ン
は
、
22
～
23
℃
ぐ

ら
い
の
設
定
で
使
用
し
て
ほ
し
い
。 

・
聖
堂
の
椅
子
の
滑
り
止
め
が
は
が
れ
て

き
た
の
で
、
取
り
換
え
る
。 

●
福
祉
（
楠
田
） 

・
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
の
た
め
の
お
米
、
日
用

品
な
ど
を
戸
塚
教
会
に
送
っ
た
。
マ
フ
ラ

ー
や
靴
、
特
に
ス
ニ
ー
カ
ー
の
靴
の
余
っ

て
い
る
も
の
を
寄
付
し
て
ほ
し
い
。
男
・

女
、
サ
イ
ズ
の
区
別
は
な
く
て
良
い
。 

・
お
米
の
寄
付
は
重
た
い
の
で
、
お
金
で
も

募
っ
て
い
る
。 

●
要
理
（保
科
） 

・
麻
衣
リ
ン
ち
ゃ
ん
の
初
聖
体
の
勉
強
を

神
父
様
に
お
願
い
し
て
い
る
。 

●
宣
教
（岩
﨑
） 

・
今
月
の
映
画
鑑
賞
会
は
、
２
月
17
日
（
土
）

午
後
2
時
か
ら
で
す
。
皆
様
、
お
楽
し
み

の
ご
参
加
を
。 

●
財
務
（小
野
） 

・
1
月
度
の
一
般
会
計
、
建
設
会
計
、
愛
の

献
金
の
会
計
報
告
が
行
わ
れ
た
。 

●
典
礼
（小
野
） 

・
２
月
～
４
月
の
典
礼
ご
よ
み
の
確
認 

・
２
月
14
日
に
灰
の
水
曜
日
が
行
わ
れ
る
。 

・
十
字
架
の
道
行
は
、「
灰
の
水
曜
日
」
後

の
２
月
16
日
（
金
）
～
「
受
難
の
主
日
」

前
の
3
月
23
（
金
）
の
計
6
回
行
わ
れ

る
。 

・
2
月
18
日
の
四
旬
節
第
一
主
日
ミ
サ
に

て
、
『
当
教
会
か
ら
の
入
信
志
願
者
を
送

る
典
礼
』
を
行
う
。 

・
3
月
4
日
は
中
野
裕
明
神
父
様
に
よ
る

主
日
ミ
サ
～
講
話
～
ゆ
る
し
の
秘
跡
が

行
わ
れ
る
。 

・
2
月
12
日
に
藤
沢
教
会
で
、
典
礼
研
修

会
が
行
わ
れ
る
。 

・
2
月
18
日
に
藤
沢
教
会
で
、
横
浜
教
区

合
同
入
信
志
願
式
が
行
わ
れ
る
。
中
和
田

か
ら
の
入
信
志
願
者
も
参
加
さ
れ
る
の

で
、
多
く
の
信
徒
の
方
々
の
ご
参
加
を
お

願
い
す
る
。 

・
梅
村
司
教
様
の
ご
指
示
で
、
６
月
よ
り
新

た
に
「
入
信
者
に
同
伴
す
る
信
徒
の
養
成

コ
ー
ス
」
が
開
講
さ
れ
る 

■
そ
の
他
報
告
事
項 

・
月
修
資
料
が
配
布
さ
れ
た
。 

・
2
月
24
日
に
雪
ノ
下
教
会
で
、
第
五
地

区
こ
ど
も
の
お
楽
し
み
会
が
行
わ
れ
る
。

カ
ル
タ
大
会
な
ど
が
あ
る
。
（
要
理
） 

■
討
議
事
項 

・
黙
想
会
・
ゆ
る
し
の
秘
跡
の
予
定
確
認 

・
信
徒
大
会
の
振
り
返
り
つ
い
て
は
、
参
加

者
が
同
じ
顔
ぶ
れ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、

男
性
が
少
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
た
。 以

上 

（
次
回
委
員
会 

３
月
11
日
） 


